
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年６月 10 日～平成 26 年 3 月 31日 

 

 

 

魚あらを利用した肥料は、栄養価が高 

いにも関わらず高価な為、コスト面で敬

遠されている事が課題である。 

現在主流の固形肥料に代わり、液状魚

かすを活用した肥料を研究開発する事

により品質とコストの両立と、液状魚か

すの難点である臭いに対応した施肥技

術の開発により、生産者の更なる需要を

創出する。 

貴重な蛋白資源である魚あらのリサ

イクル肥料によって地域特産物のイチ

ジクブランドを中長期的に育成する事

により、地産地消・地域活性化に貢献す

ると共にリサイクル率の向上に繋がる。 

その為、収集運搬時における臭気問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究開発事業  

大阪府立環境農林水産総合研究所

にて、(1)から(4)に取り組んだ。 

(1) 液状魚かすの無機成分特性 

(2) 液状魚かすの施用による臭気

発生状況調査と土壌深層施肥に

よる臭気軽減効果 

(3) 液状魚かすに含まれる有機能

窒素の土壌使用による無機化動

態把握 

(4) 液状魚かすの施用によるイチ

ジク生育促進効果 

 

 

 

 ・無機化特性調査から、液状魚かすは

窒素主体の成分組成であることが判

明した。 

 ・土壌かん注器による地中への施用を

想定した臭気軽減効果試験を実施。 

土壌深層施用による臭気軽減効果が 

明らかとなった。 

 ・施用位置が深くなるほど無機化が遅

れる傾向が認められ、土壌かん注によ

る施用は臭気対策だけでなく、無駄の
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実施成果（平成 29年 3 月 31 日現在） 

取組みの背景･きっかけ 

取組期間 

取組みの内容 
〈組合概要〉 
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■電  話 06-6799-1437 

■設 立 昭和 52 年 8 月 20 日 

■業  種 廃棄物収集運搬業 

■組合員数 10（平成 29 年 3 月 31 日現在） 

■Ｕ Ｒ Ｌ http://www.zenosaka.or.jp 
 

平成 25 年度組合チャレンジ事業（組合先進事業創出事業） 



 
 

少ない肥料の施用という観点からも

有効であると考えられる。 

・ 液状魚かすの施用によるイチジクの

生長量は、他の肥料（化学液体肥料、

有機液体肥料、慣行肥料）と比べてや

や劣る傾向が認められたが、有意な差

ではなかった。 

【２６年度】  

・ フィールド試験を通じて土壌かん注

器の改良を行った。 

・ 液状魚かすの肥料化に向けては、数

量の安定供給に課題を残す。 

【２７年度】 

 ・魚あらの数量の減量に伴い、液肥の 

数量確保が今後の課題。 

【２８年度】 

 ・昨年度よりも、さらに魚あらの数量

が減量。液肥の数量確保が益々難し

くなると思われる。その中で、どの

ように数量を確保していくのかが今

後の課題。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


